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「がんばって介護しているけど、これでいいのかな…」
「認知症の家族への接し方、どうしたらいいのかな…」
このような悩みごとはありませんか？
家族交流会で同じ立場の方とお話をする・聞くだけでも�
気持ちが軽くなることもあります。
参加をご希望される際は、下記問合せまでご連絡
ください。（参加無料。場所は堺区役所ほか）

　全盲の姉と重度の障害のある弟を20年にわたり取材したテレビ静岡のドキュ
メンタリー番組を映画化した「イーちゃんの白い杖」を上映します。
　映画上映後は、堺市で重症心身障害児の相談支援をされている藤田氏と一緒
に、作品を振り返りながら、「私たちにできること」について考えます。

日 時 　令和８年２月１５日（日）１３：３０～１６：００
会 場 　堺市総合福祉会館（堺市堺区南瓦町2-1）６階ホール
講 師 　�藤田 里美氏�

⃝重心連絡会きずな代表�
⃝ペガサス福祉相談支援センター看護師 相談支援員�
⃝医療的ケア児コーディネーター　

問合せ・申込先 　地域活動推進係　TEL：072-226-2987

男性介護者交流会男性介護者交流会
介護をされている男性が、家事など
の困りごとや悩みを、男性ならでは
の目線で共有したり情報交換をおこ
なっています。
開催日程
奇数月の第２水曜日 13：30～14：30

認知症家族交流会認知症家族交流会
おもに認知症のご家族を介護されて
いる方々が、日ごろの思いや経験な
どを語りあったり、情報交換をおこ
なっています。
開催日程
偶数月の第２金曜日 13：30～14：30

大切なご家族を介護されている皆さまへ 子育てと介護の両方で
お悩みの方へ

令和７年度　堺区気づきのボランティア講座

映画「イーちゃんの白い杖」上映会・講演会

ダブルケアとは？ダブルケアとは？
・・・�同時期に子育て（18歳未満の子どもや孫）と介護の両方
をおこなっている状態

たとえば）�子育てしながら親の介護もされている方、孫の世
話をしながら配偶者の介護もされている方　など

堺市ボランティア情報センター
LINE公式アカウント開設

ボランティアや堺市社協
に関する様々な情報を
配信しています

堺市総合福祉会館からの堺市総合福祉会館からの
お知らせお知らせ

当会館の一部貸室で無料Wi-Fi
がご利用いただけるようになりま
した。
対象のお部屋など、詳しくは右の 
二次元コードまたは下記窓口 
まで。

問合せ：�会館貸室受付窓口（TEL : 072-222-7500）

“ 人と人 ”、“ 人と地域 ”をつなぐ場所

堺市社協では、各区役所内に「ボランティア相談コーナー」を設けています。
相談コーナーは、ボランティア活動をはじめるきっかけの場であると同時に、
個人や団体・施設等がボランティアとつながり、活動を広げていくための窓口です。
相談員がお話を伺い、活動を希望する市民ボランティアとの橋渡しを行っています。

03
STEP

マッチング
相談員が依頼内容にあわせて個人や
ボランティア団体へ募集を行います

02
STEP

依　頼
依頼内容をまとめた「活動依頼票」
を作成し、提出いただきます

《問合せ》　地域福祉課（TEL:072-232-5420）または下記の各区地域活動推進係

ボランティアを依頼するまで

ボランティア相談コーナー

＃イベントのお手伝い

＃保育園でおもちゃづくり
＃地域で〇〇講座

＃敬老会で楽器演奏相　談
まずは、窓口・電話・メールで、
ご希望をお聞かせください01

STEP

登録は
二次元コードから

相談員も市民ボランティアとして
活躍中！思いをカタチにできる 
よう、しっかりサポート！
まずはお気軽にご相談ください　

問合せ 　堺基幹型包括支援センター（TEL:072-228-7052　FAX:072-228-7058）

　「両方話せる相談相手がいな
い」「子育てと介護を両立したい」
という方へ、基幹型包括支援セン
ターでは子育てと介護のお悩み
に関するダブルケア相談窓口を
設置しています。

　保健師、看護師、主任ケアマネジャー、社会福祉士などの専門
職がお話をうかがい、必要に応じて情報提供や関係機関との連
絡調整など総合的に支援します。

互いの顔を見たことがない
姉と弟、支える家族。
20年目に出した答えとは。
果たして、私たちに何がで
きるのか―。
� （映画公式ホームページより）
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